










はじめに 

Floppy infant 症候群は種々の神経疾患・筋疾患において見られる症状であるが,優位な所

見としての筋力低下の有無を把握することは,鑑別診断を行う上で,また,筋生検の適応を

考慮する上でも重要な問題である。しかしながら,小児における筋力の評価は年長児の場合

は通常の徒手筋カテスト(MMT)にて可能だが,乳幼児,特にfloppy infantにおいては不可能

に近い。従って,他覚的診察法により判断する必要が生じるが,このような目的にかなう方

法は未だ確立されていない。今回,我々は筋生検によって筋病変が把握出来た floppy 

infant について,いくつかの診察法との対比を行い,筋力低下との関連について検討した

ので報告する。 


